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時事の話題時事の話題時事の話題時事の話題    

■■■■景況景況景況景況にににについてついてついてついて    

新たな「骨太の方針」と「成長戦略」が閣議決定された。これまで求めてきた法人実効税率の

引き下げが、成長戦略として明確に掲げられたことを高く評価している。安倍首相には強いリー

ダーシップでこの成長戦略を具現化し、加速して実行することを期待するとともに、「経済最優

先」を貫いていただきたい。まずは、法人減税を先行し、税率 20％台への引き下げを早期に実

現していただきたい。 

一方で、法人実効税率の引き下げに伴う代替財源の確保については、中小企業を代表する商工

会議所の立場として、外形標準課税の対象を中小企業にまで拡大することに賛成できない。従業

員の給与への課税でもあり、アベノミクスが掲げる賃上げや雇用拡大の政策にも逆行している。

とりわけ労働分配率の高い中小企業への影響は大きく、地域経済の衰退につながる恐れがある。

まずは財政規律を見直すなど、さまざまな視点から慎重に検討いただきたい。 

４～６月期の京都企業の経済動向について調査結果を取りまとめた。消費税率引き上げの影響

を受け、国内景気、自社業況ともに大幅に下落したものの、7～９月期以降は大きく改善する見

込みとなった。10～12 月期に入ると、季節的要因もあり、国内景気、自社業況ともにさらに大

幅に上昇すると予想している。 

消費税率の引き上げの影響について一時的なものにとどまると見込んでいる企業が多いよう

だが、電気料金等の負担増や原油高、原材料高などの収益を圧迫する要素により、収益性確保の

面ではまだまだ厳しい経営環境に置かれている企業も多い。本調査でも、原材料高や燃料高が経

営上の問題点であるとの意見が多く、中小企業になるほど厳しい負担となっている。コストの高

騰は、エネルギーの供給体制や為替、貿易などに左右される構造的な問題で、個々の企業努力に

は限界がある。政府には、成長戦略で経済の好循環を広く改善させて、景気回復の実感を全国津々

浦々に届けるよう、きめ細かな支援をお願いしたい。 

 

京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き    

■■■■知恵ビジネス支援の状況知恵ビジネス支援の状況知恵ビジネス支援の状況知恵ビジネス支援の状況についてについてについてについて    

本所では、京都の地域特性や企業の独自の強みや知恵を活かしながら、新たな商品やサービス、

ビジネスモデルを開発する「知恵ビジネス」の発掘・育成に重点的に取り組んでいる。今後3年

間のニュー京商ビジョン サードステージでは「知恵の連鎖」をコンセプトに、知恵ビジネスが

連鎖反応的に生まれ育つための施策を展開する。今年度は、次の２つの事業に注力したい。 

ひとつ目は「知恵ビジネスプランコンテスト」である。今回で6回目を迎えるが、知恵の連鎖

に向けても、先導役となる、新たな知恵ビジネス企業の発掘に努めていきたい。 

ふたつ目は、バイヤーやメディアなどを対象にした B to B の展示商談会「知恵ビジネスメッ

セ in 東京」を、来年 2 月に首都圏で初めて開催する。商品開発やプロモートなど事前・事後の

サポートなど、会議所の特徴を生かした“経営支援型”展示商談会を行い、京都の知恵ビジネス

のより広域な販路開拓・情報発信の機会としたい。7月上旬から出展企業の公募を行い、出展企

業と展示内容を固めていく。秋頃からは首都圏のバイヤーやメディアへの広報活動を行う予定で

ある。 

 

 



記者からの質問事項記者からの質問事項記者からの質問事項記者からの質問事項    

■■■■夏の節電期間夏の節電期間夏の節電期間夏の節電期間がががが７月１日から７月１日から７月１日から７月１日から始まる始まる始まる始まるが、稼働が、稼働が、稼働が、稼働原発ゼロの状態で迎え原発ゼロの状態で迎え原発ゼロの状態で迎え原発ゼロの状態で迎えることとなりることとなりることとなりることとなり、去年に、去年に、去年に、去年にもももも

増して大変厳しい増して大変厳しい増して大変厳しい増して大変厳しい需需需需給状況と言われ給状況と言われ給状況と言われ給状況と言われている。ている。ている。ている。経済界経済界経済界経済界としてどのようにおとしてどのようにおとしてどのようにおとしてどのようにお考えか。また電力会社考えか。また電力会社考えか。また電力会社考えか。また電力会社

へどのようなことを求めたいかへどのようなことを求めたいかへどのようなことを求めたいかへどのようなことを求めたいか。。。。    

大飯原発3・４号機の停止によって供給力は低下しており、他の電力会社からの融通がなけれ

ば、電力需給がひっ迫することは避けられず、経済界としても着実な節電・省エネに取り組んで

いく必要がある。5月末に京都府から関係団体に対して節電対策への協力要請があり、本所もそ

の要請を受けて、ホームページ等を通じて広く会員に節電への取り組みを呼びかけている。安価

で安定した電力供給を関西電力には要請していきたい。 

中長期的には、持続可能エネルギーへの代替、エネルギーミックスの最適化が必要と考えるが、

現在の経済活動にマイナスの影響を与えないよう、現時点では安定性と経済性の確保された電力

供給が不可欠である。これまでも申し上げているが、原子力規制委員会の安全基準を満たし、安

全性が確保された原発については早期に再稼動させるべきであると考えている。 

 

■■■■「「「「知恵ビジネスメッセ知恵ビジネスメッセ知恵ビジネスメッセ知恵ビジネスメッセ」」」」について、改めて東京で開催する意味について、改めて東京で開催する意味について、改めて東京で開催する意味について、改めて東京で開催する意味や目標や目標や目標や目標を教えてほしい。を教えてほしい。を教えてほしい。を教えてほしい。    

マーケットが非常に大きい首都圏で開催し、出展企業の販路開拓を支援することが狙い。来場

者はバイヤー・メディアの方々500人を想定し、１社あたり10件程度の商談を目指している。 

 

■■■■配布資料には、来年度配布資料には、来年度配布資料には、来年度配布資料には、来年度(2016(2016(2016(2016 年年年年))))も「知恵ビジネスメッセ」を拡大して開催するとの記載があも「知恵ビジネスメッセ」を拡大して開催するとの記載があも「知恵ビジネスメッセ」を拡大して開催するとの記載があも「知恵ビジネスメッセ」を拡大して開催するとの記載があ

るが、どのように拡大するのか、わかる範囲で教えて欲しい。るが、どのように拡大するのか、わかる範囲で教えて欲しい。るが、どのように拡大するのか、わかる範囲で教えて欲しい。るが、どのように拡大するのか、わかる範囲で教えて欲しい。    

本年度は、本所がこれまで積み重ねてきた経験やネットワークを生かして、「オール京商」で

進めていく。次年度は京都府や京都市などの協力を得ながら「オール京都」で開催できればと考

えている。 

 

■■■■今回の経済動向調査では、消費税増税によるマイナスの影響は限定的という結果が出ている今回の経済動向調査では、消費税増税によるマイナスの影響は限定的という結果が出ている今回の経済動向調査では、消費税増税によるマイナスの影響は限定的という結果が出ている今回の経済動向調査では、消費税増税によるマイナスの影響は限定的という結果が出ている

が、中小企業も同様に限定的であるが、中小企業も同様に限定的であるが、中小企業も同様に限定的であるが、中小企業も同様に限定的であると受け止めていると受け止めていると受け止めていると受け止めているのか。のか。のか。のか。    

7-9月期の予想を見ていると、今期4-6月期と比較して「回復する」と見ている中小企業も多

い一方で、「増税分を価格転嫁できない」「売上に結び付かない」という声もまだまだある。そう

いったところへは本所としても経営支援を強めていきたい。 

以 上 
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要 約　京都の経営経済動向調査結果（2014. 6 . 30）

－2014年４～６月期実績と2014年７～９月期及び2014年10～12月期予想－

京 都 商 工 会 議 所
担当：中小企業経営支援センター

電話（075）2 1 2－6 4 6 7

国内景気、自社業況ともに大幅に下降
～消費税率引き上げの影響が表れるも来期以降は再び上昇へ～

概　　要
今期の国内景気は、昨年１～３月期から前期まで５期連続での上昇から、大幅な下降に転じた。前期�
からの下降幅ではバブル以降で最大となったが、続く７～９月期には大きく上昇し、10～12月期にも
大幅な上昇が継続すると予想している。自社業況については、消費税率引き上げの影響を受け、春の
需要期にあたる観光関連業等を除くほとんどの業種で大幅に下降したものの、７～９月期にやや上昇
し、10～12月期には大幅に上昇する見込み。今回の自社業況の調査結果については、中小企業よりも
大企業で前回調査結果からの変動幅が大きく、大企業のBSI値は１～３月期から今期にかけて過去最大�
の下降幅となったが、一方で今期から７～９月期にかけては過去最大の上昇も見込んでおり、消費税率の
引き上げに伴う反動減は短期的なものにとどまると見込んでいる様子がうかがえる。今後の消費動向�
をはじめ、先行きには不透明感が残るものの、夏以降の景況改善に対する期待が高まっている。

（注）５月の中旬から下旬にかけて同調査を実施し、580社中459社から回答を得た（対象は、京都府内に本社、
本店などを持つ企業）。また４～６月期のＢＳＩ値は、2014年１～３月期の景況感を基準に強気なら「プ
ラス」、弱気なら「マイナス（▲）」で表している。算出方法は、上昇回答から下降回答を差し引き、２分
の１を乗算。

Ⅰ　国 内 景 気 動 向
４～６月期は、「上昇」とした企業１６．７％、「下降」とした企業４１．９％、ＢＳＩ値▲１２．６

（前期実績２３．８）と、大幅に下降した。今後の７～９月期は１１．６と上昇し、続く10～12月期も
１６．６と大幅に上昇していく見込み。

Ⅱ　企 業 経 営 動 向
自社業況（総合判断）　　４～６月期は、「上昇」とした企業２２．８％、「下降」とした企業
４０．６％、ＢＳＩ値▲８．９（前期実績３．９）と下降した。今後の７～９月期は２．６とやや上昇
し、続く10～12月期は１３．３と大きく上昇する見通し。
※

１ ．生産・売上高、工事施工高　　４～６月期は、「増加」２２．６％、「減少」４３．１％、ＢＳＩ値�
▲１０．３（前期実績３．４）と減少した。今後の７～９月期は３．１と増加し、続く10～12月期は
１４．２とより大幅に増加する見込み。

２ ．製・商品・サービス・請負価格　　４～６月期の製品価格、商品価格、サービス価格、建設業請負�
価格を総合的に見ると、「上昇」２１．４％、「下降」７．９％、ＢＳＩ値６．８（前期実績１．５）と
上昇した。今後の７～９月期は１．８、10～12月期は４．７と推移する見通しとなっている。
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３ ．経　常　利　益　　４～６月期は、「増加」１８．９％、「減少」４３．２％、ＢＳＩ値▲１２．２�
（前期実績▲２．９）と大幅に減少した。今後の７～９月期は０．２とほぼ横ばいで推移し、続く10
～12月期は１０．０と大きく増加する見込み。

４ ．所定外労働時間　　４～６月期は、ＢＳＩ値▲２．０（前期実績２．９）とやや減少した。今後の
７～９月期は▲０．１とほぼ横ばいとなり、続く10～12月期は８．０と増加する見込み。

５ ．製 ・ 商 品 在 庫　　４～６月期は、「適正」とする企業が８０．０％、「過剰」とする企業が
１５．０％、「不足」とする企業が５．０％、ＢＳＩ値５．０（前期実績６．７）と概ね適正水準で
推移したが、引き続き一部に過剰感が見られている。今後の７～９月期は「適正」が８５．６％、�
10～12月期は８６．５％と、改善する見込み。

６ ．資　金　繰　り　　４～６月期は、「改善」とする企業が１３．９％、「不変」とする企業が
７４．７％、「悪化」とする企業が１１．５％、ＢＳＩ値１．２（前期実績▲１．４）とわずかに改善した。�
今後の７～９月期は▲２．２とやや悪化し、10～12月期は１．６と幾分改善がみられる見通しとなって�
いる。

Ⅲ　当面の経営上の問題点
第１位は、「受注・売上げ不振」（４７．７％）、第２位は「原材（燃）料高」（３６．４％）、３位は

「過当競争」（２５．５％）、第４位は「製・商品（請負）価格安」（１９．６％）となり、第１位から�
第４位まで順位の変動はなかった。第５位は、「求人難」（１６．１％）となり、前回調査で第５位だった�
「人件費負担増大」は第７位だった。前回の調査結果と比較して、どの項目も回答率自体に大きな変化�
は見られなかったが、今回の調査では、小売業を中心に消費税率引き上げに伴う売上低下に苦慮して
いるとの声が寄せられている。

Ｂ．Ｓ．Ｉ．値の総括表
実　　　　　績 予　　　　　想

2014年 1 ～ 3 月期 2014年 4 ～ 6 月期 2014年 7 ～ 9 月期 2014年10～12月期

国 内 景 気 動 向 23.8 ▲� 12.6 11.6 16.6

京
都
企
業
の
経
営
動
向

自 社 業 況（ 総 合 判 断 ） 3.9 ▲� 8.9 2.6 13.3

１．生産・売上高、工事施工高 3.4 ▲� 10.3 3.1 14.2

２．製･商品･サービス･請負価格 1.5 6.8 1.8 4.7

３．経 常 利 益 ▲� 2.9 ▲� 12.2 0.2 10.0

４．所 定 外 労 働 時 間 2.9 ▲� 2.0 ▲� 0.1 8.0

５．製 ・ 商 品 在 庫 6.7 5.0 5.2 4.1

６．資 金 繰 り ▲� 1.4 1.2 ▲� 2.2 1.6

※　Ｂ．Ｓ．Ｉ．値＝（上昇［増加、他］－下降［減少、他］）×１　２







京都商工会議所 知恵ビジネスメッセ 2015

Kyoto Millennium Showcase in Tokyo

1

企画概要（案）企画概要（案）企画概要（案）企画概要（案）

キョウト ミレニアム ショーケース

主催 京都商工会議所

［担当：中小企業経営支援センター 知恵産業推進室]

記者配布資料③



■ニュー京商ビジョンサードステージ

スタートアップ重点課題

「知恵ビジネスや新市場開拓の支援強化」「知恵ビジネスや新市場開拓の支援強化」「知恵ビジネスや新市場開拓の支援強化」「知恵ビジネスや新市場開拓の支援強化」

「ニュー京商ビジョン」策定以降、「知

恵産業のまち・京都の推進」を基本

方針に、京都の地域特性や企業独

自の強みや知恵を活かしながら、新

たな商品・サービスやビジネスモデル

を創造する「知恵ビジネス」の育成に

取り組んできました。これらの知恵ビ

ジネスをより大きな市場において発

展させるため、今年度の重点事業と

して、首都圏の販路開拓を支援する

「知恵ビジネスメッセ2015」を東京に

て開催します。

事業の背景と目的

H25年度 H26年度 H27年度

知恵知恵知恵知恵ビジネスビジネスビジネスビジネスの主な支援事業

““““顧客創造顧客創造顧客創造顧客創造””””

H15年度～

H20年度～

知恵ビジネスプラ

ンコンテスト

とハンズオン支援

H17年度～

海外販路開拓

支援事業

(メゾン・エ・オブ

ジェ)

H15年度～

国内販路開拓

支援事業

(東京ギフトショー)

H23年度～

創造的文化産業

モデル企業選定

事業

H23年度～

逆商談会

「京のイチ押し商品

売り込み商談会」
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知恵ビジネスメッセ2015 「Kyoto Millennium Showcase in Tokyo」
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■2013開催結果

【会期】 平成25年11月1日

【会場】 京都市勧業館

【出展者数】 120社

【展示分野】 日用品、食品他

【来場者】 1,550名（うち、バイヤー209名

(関東からは45名)、メディア26名）

【商談数】 1社平均21件

知恵知恵知恵知恵のののの連鎖連鎖連鎖連鎖



事前支援事前支援事前支援事前支援

• 国内外販路開拓支援事業

• 各種販路開拓支援セミナー

• コラボレーション交流会

• 経営相談､専門家派遣 等

知恵ビジネス知恵ビジネス知恵ビジネス知恵ビジネス

メッセメッセメッセメッセ

• レセプション

• 展示会

• 商談

事後支援事後支援事後支援事後支援

• バイヤーツアー

• 京のイチ押し商品売り込み商談会

• 経営相談、専門家派遣 等

3知恵ビジネスメッセ2015 「Kyoto Millennium Showcase in Tokyo」

事業概要

「商工会議所だからこそできる商工会議所だからこそできる商工会議所だからこそできる商工会議所だからこそできる

経営支援型展示商談会経営支援型展示商談会経営支援型展示商談会経営支援型展示商談会」

知恵ビジネスメッセは、各種経営支援

事業を連動させながら、出展者の販路

開拓の効果を高める経営支援型展示

会です。

国内外に対する販路開拓支援事業を

通じた商品開発のアドバイスやブラッ

シュアップのほか、経営計画づくり、

マーケティング、プロモーションといっ

た出展者個々の経営課題への対応な

ど、本所経営支援員が専門家と連携し

ながら、販路開拓に関するトータルサ

ポートをおこないます。

（展示商談会）（展示商談会）（展示商談会）（展示商談会）



■会期

平成27年２月17日（火） 夕刻 （レセプション）

２月18日（水） 10～18時 （展示商談会)

■会場 スパイラルホール

（東京都港区南青山5－6－23）

■事業コンセプト

コトを提案する「知恵ビジネス」

※京都の素材や技術、知恵を活用し、現代ニーズに沿った商品

を開発している企業を選定し、展示会を通じて、その企業が

できるコト、古都・京都ならではの商品特徴・性能、京都流ラ

イフスタイルなどを発信する。

■出展者数 50社程度／参加料 5万円（税抜）

■出展分野 ファッション、インテリア

スイーツ&フーズ

ビューティー&コスメ など

■来場者 <入場無料>

目標５００名

主に首都圏のバイヤー、メディア、企業関係者

展示商談会概要

4

２月17日（火）

展示

商談会

8:00

12:00

夕刻

18:00

開会式

２月18日（水）

設営／

展示物搬入

21:00

撤収

内覧会

ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ

(メディア

バイヤー

関係者限定)

10:00

12:00

18:00

知恵ビジネスメッセ2015 「Kyoto Millennium Showcase in Tokyo」

■事業予算

８００万円



出展予定企業

■想定している出展企業

京都の素材や技術、知恵を活用し、現代ニーズに

沿った付加価値の高い商品の開発や販路開拓に

取り組む京都の中小企業

・知恵ビジネスプランコンテスト認定企業

・Kyoto Connection参画企業

・Kyoto Contemporary参画企業

・project kyo-to 参画企業

・クリエイティブ産業モデル選定企業

・その他、知恵ビジネスに取り組む本所支援企業

（選定の観点）

・知恵ビジネスメッセ２０１３の出展企業者を踏まえ

常に創出される知恵ビジネスを演出するため、

出展アイテムについては一定の新陳代謝を図る。

・拡大・浸透・開拓段階など、出展希望者の首都圏

におけるＢtoＢの進捗状況を見極めて戦略的に選

定する。

■スケジュール

公募 ７月初旬～７月末

選定 ８月上旬

※以降、販路開拓に向けた出展支援事業の展開

<出展商材イメージ>

■ファッション

■インテリア

■スイーツ&フーズ

■ビューティー&コスメ

知恵ビジネスメッセ2015 「Kyoto Millennium Showcase in Tokyo」



■既存の商品開発・販路開拓支援事業との連携

■経営指導員・専門家による個別支援

■百貨店・専門店等との共同商品開発

■出展事業者向けセミナー・交流会

■バイヤーツアー

出展支援事業

6

京都ブランド海外市場開拓事業の「Kyoto Connection」

「Kyoto Contemporary」及び国内販路開拓プロジェクト等と

連携。新商品の発表の場として提供する。

本所の経営支援員54名及び専門家派遣制度を活用したサポー

トを実施。企業の強みの深掘り、経営戦略の立案、マーケティン

グ、情報発信、プロモーション、資金調達などの経営課題に応じ

た経営支援を継続的に行う。

各種支援機関と連携を図ることで、百貨店や専門店等との共同

開発に応じる。

商談成約率を高めるために、ディスプレイ、プロモーション方法、

商習慣などに関するセミナーを開催。また、出展者同士のネット

ワーク構築や情報交換を図る交流会も実施する。

バイヤーとの更なるマッチング支援として、展示会後に、出展者

の工房をめぐるバイヤー限定ツアーを実施する。

知恵ビジネスメッセ2015 「Kyoto Millennium Showcase in Tokyo」


